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学生に血液ガスに関する呼吸生理を教

えるとき、肺胞気式について説明するのは

難渋する。臨床的には簡易の肺胞気式を

用いれば問題おいのだが、正確な肺胞気

式を教え始めると、 100%酸素を吸入する

場合には呼吸商の影響が怠くおることや、

酸素分圧と酸素濃度の両者が式の中に

入りこむ必然性を明快に説明することは困

難であるためである。呼吸生理の教科書を

参照すれば、正確怠肺胞気式は吸気と呼

気の窒素量に変化が無いことより導かれて

いるのは理解できるものの、多くの式の変形

ののちに最終的な式が現れ、感覚的に理

解することは、多くの臨床家にとって困難で

産生量(VC02)の差となることを図示した。

縦軸には換気量中の濃度あるいは分圧を

示した。その図の中でL1VA中に含まれる窒

素量L1vAx(1-FP2)が呼気肺胞換気

量の中の窒素混度を増加させ、その増加

した濃度を分圧(L1PN2)に変更する。これ

により、目標とする肺胞酸素分圧(PA02)

は吸入気酸素分圧(PP2)から肺胞気二

酸化炭素分圧(PAC02)とL1PN2を引い

たものであることが視覚的に理解できるよう

に怠り、そのL1PN21こは吸入気酸素濃度

(FP2)と呼吸商Rが影響することが判るよ

うに怠る。

考察:肺胞気を学生に理解させるため

あるといえる。われわれは、吸気と呼気の肺 の、このようおアプローチは、我々の知る限り

胞分時換気量およびその組成を図で表し、 文献上に見出すことはでき怠かった。この方

肺胞気式を理解する方法を採用している

ので報告した。

方法:肺胞を出入りする吸気中と呼気

中の窒素の絶対量が等しいことから、肺胞

気酸素濃度はFAC02、呼吸商R、FP2を

もとに変化することを、図を用いて理解する

ように工夫した。実際には横軸に吸気肺胞

換気量と呼気肺胞換気量を描き、その差

L1VAは酸素消費量(V02)と二酸化炭素

法は呼吸生理の基礎を学ぶ初学者が、肺

胞気式の背景の理論的背景を視覚的に

理解するのに有用であろう。また応用として、

吸気lこC02が存在するときの肺胞気式、

高地低気圧下での肺胞気式怠どの理解

の助けにもなると考える。




